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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 7月 14日 (2005.7.14)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 一 の 基 板 と 、 前 記 第 一 の 基 板 と 間 隔 を 置 い て 対 向 配 置 さ れ た 第 二 の 基 板 と を 有 す る 外
囲 器 と 、 前 記 外 囲 器 内 に 配 置 さ れ た 画 像 表 示 手 段 と を 備 え る 画 像 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記
第 一 の 基 板 ま た は 前 記 第 二 の 基 板 の 周 辺 部 に お い て 、 前 記 第 一 の 基 板 と 前 記 第 二 の 基 板 と
が 、 そ の 内 部 に 高 融 点 材 料 か ら な る 部 材 を 有 す る 低 融 点 金 属 の 接 合 部 材 に よ り 封 着 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 高 融 点 材 料 か ら な る 部 材 は 、 金 属 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 画 像 表
示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 が 、 前 記 間 隔 方 向 に お い て 、 前 記 接 合 部 材 の 厚 み と 同 じ 厚
み を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 は 、 酸 化 し に く い 金 属 を 母 材 表 面 に コ ー テ ィ ン グ し た も の
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 は 、 水 素 を 吸 蔵 さ せ た 金 属 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

の い ず れ か に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 画 像 表 示 手 段 は 、 電 子 放 出 素 子 と 蛍 光 体 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～
の い ず れ か に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 第 一 の 基 板 と 、 前 記 第 一 の 基 板 と 間 隔 を 置 い て 対 向 配 置 さ れ た 第 二 の 基 板 と を 有 す る 外
囲 器 と 、 前 記 外 囲 器 内 に 配 置 さ れ た 画 像 表 示 手 段 と を 備 え る 画 像 表 示 装 置 の 製 造 方 法 で あ
っ て 、 第 一 の 基 板 ま た は 第 二 の 基 板 の 周 辺 部 に お い て 、 前 記 第 一 の 基 板 と 前 記 第 二 の 基 板
と を 、 そ の 内 部 に 高 融 点 材 料 か ら な る 部 材 を 有 す る 低 融 点 金 属 の 接 合 部 材 に よ り 封 着 す る
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工 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 高 融 点 材 料 か ら な る 部 材 は 、 金 属 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 画 像 表
示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 画 像 表 示 手 段 は 、 電 子 放 出 素 子 と 蛍 光 体 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 第 一 の 本 発 明 は 、 「 前 記 高 融 点 材 料 か ら な る 部 材 は 、 金 属 で あ る こ と 」 、 「 前 記

が 、 前 記 間 隔 方 向 に お い て 、 前 記 接 合 部 材 の 厚 み と 同 じ 厚 み を 有
す る こ と 」 、 「 前 記 高 融 点 材 料 か ら な る 部 材 、 酸 化 し に く い 金 属 を 母 材 表 面 に コ ー テ ィ
ン グ し た も の で あ る こ と 」 、 「 前 記 高 融 点 材 料 か ら な る 部 材 、 水 素 を 吸 蔵 さ せ た 金 属 で
あ る こ と 」 、 「 前 記 画 像 表 示 手 段 は 、 電 子 放 出 素 子 と 蛍 光 体 と を 有 す る こ と 」 、 の そ れ ぞ
れ を よ り 好 ま し い 形 態 と し て 含 む も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ８ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 第 の 本 発 明 は 、 第 一 の 基 板 と 、 前 記 第 一 の 基 板 と 間 隔 を 置 い て 対 向 配 置 さ れ た
第 二 の 基 板 と を 有 す る 外 囲 器 と 、 前 記 外 囲 器 内 に 配 置 さ れ た 画 像 表 示 手 段 と を 備 え る 画 像
表 示 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 第 一 の 基 板 ま た は 第 二 の 基 板 の 周 辺 部 に お い て 、 前 記 第 一
の 基 板 と 前 記 第 二 の 基 板 と を 、 そ の 内 部 に 高 融 点 材 料 か ら な る 部 材 を 有 す る 低 融 点 金 属 の
接 合 部 材 に よ り 封 着 す る 工 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 表 示 装 置 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 か か る 第 の 本 発 明 は 、 接 合 部 材 が そ の 内 部 に 、 接 合 部 材 よ り も 高 融 点 の 材 料 か ら な る
部 材 を 有 し て い る の で 、 封 着 に 際 し て 、 接 合 部 材 の 表 面 酸 化 膜 を 高 融 点 の 材 料 か ら な る 部
材 に よ っ て 破 る こ と が で き 、 接 合 面 か ら 酸 化 膜 を 排 除 す る こ と が で き る の で 、 基 板 の 接 合
面 と 接 合 部 材 と の 良 好 な 密 着 性 （ 接 合 性 ） を 得 る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 第 の 本 発 明 は 、 「 前 記 高 融 点 材 料 か ら な る 部 材 は 、 金 属 で あ る こ と 」 、 「 前 記
画 像 表 示 手 段 は 、 電 子 放 出 素 子 と 蛍 光 体 と を 有 す る こ と 」 、 の そ れ ぞ れ を よ り 好 ま し い 形
態 と し て 含 む も の で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
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【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
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